
 

 

 

ロ
シ
ア
が
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
軍
事

進
攻
し
て
か
ら

１
年
が
経
過
し

た
▼
戦
禍
は
い

   （１） 
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ま
だ
に
収
ま
っ
て
い
な
い
。
ロ

シ
ア
は
攻
勢
を
強
め
る
た
め
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
境
付
近
に
再
び

軍
を
集
結
さ
せ
て
い
る
と
い
う

▼
国
連
高
等
弁
務
官
事
務
所
の

報
告
で
は
、
こ
の
１
年
に
戦
争

で
亡
く
な
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

民
間
人
は
、
子
ど
も
４
３
３
人

を
含
む
７
０
３
１
人
で
実
際
に

は
も
っ
と
多
い
可
能
性
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

と
ロ
シ
ア
の
兵
士
の
死
傷
者
は

数
え
切
れ
な
い
▼
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
子
ど
も
た
ち
が
置
か
れ
た
過

酷
な
状
況
を
想
像
す
る
と
、
目

を
覆
う
ば
か
り
だ
。
ロ
シ
ア
が

「
再
教
育
」
を
目
的
に
、
多
数

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た
ち

を
収
容
し
て
い
る
と
い
う
。
子

ど
も
に
対
し
授
業
や
退
役
軍
人

の
講
演
で
、「
親
ロ
シ
ア
化
」
を

図
る
軍
事
施
設
も
あ
る
と
い
う

報
道
に
は
強
い
憤
り
を
感
じ
る

▼
戦
火
で
苦
し
む
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
人
々
と
ロ
シ
ア
の
中
で
「
戦

争
反
対
」
の
行
動
を
続
け
る
ロ

シ
ア
市
民
と
連
帯
し
、
停
戦
と

撤
退
を
求
め
る
声
を
上
げ
続
け

て
い
き
た
い
。 

 
 

（Ⅿ

） 

 

物
価
は
高
騰
、
実
質
賃
金
は 

下
が
り
続
け
る 

 

い
ま
日
本
で
は
、
四
半
世
紀

に
お
よ
ぶ
実
質
賃
金
の
低
下
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
な
か
、

３
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
と
41
年
ぶ
り
と
な
る
物
価
の

高
騰
が
襲
っ
て
い
ま
す
。
41
年

前
の
１
９
８
１
年
は
、
原
油
価

格
の
高
騰
を
要
因
と
し
た
光
熱

費
の
値
上
が
り
な
ど
が
続
い
て

い
ま
し
た
。
た
だ
、
物
価
が
上

昇
し
て
も
働
く
人
の
賃
上
げ
の

水
準
は
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
ま

し
た
。
１
９
８
１
年
の
実
質
賃

金
は
前
年
比
プ
ラ
ス
０
・
６
％

で
し
た
が
、
２
０
２
２
年
の
実

質
賃
金
は
前
年
比
マ
イ
ナ
ス

３
・
８
％
で
す
。
円
安
や
燃
料

高
騰
で
物
価
だ
け
が
上
が
り
、

賃
金
が
上
が
ら
な
い
労
働
者
の

生
活
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
23
春
闘
で
、「
物
価
は
上
が

る
一
方
で
賃
金
は
上
が
ら
な

い
」
こ
の
異
常
な
日
本
の
実
態

を
労
働
者
の
力
で
打
開
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

   

増
田
社
長
「
内
部
留
保
も 

大
変
多
く
あ
る
」 

 

私
達
の
23
春
闘
要
求
で
、
非

正
規
社
員
の
時
間
賃
金
を
全
国

一
律
１
５
０
０
円
に
引
き
上
げ

る
に
は
、
一
時
金
を
含
め
て
１

人
年
間
１
０
０
万
円
ア
ッ
プ
で

約
１
３
２
０
億
円
が
必
要
で

す
。
正
社
員
月
額
２
９
０
０
０

円
の
引
き
上
げ
と
一
時
金
４
・

５
か
月
に
は
約
１
０
２
０
億
円

が
必
要
で
、
合
わ
せ
て
約
２
３

４
０
億
円
で
実
現
で
き
ま
す
。

賃
上
げ
の
原
資
は
大
丈
夫
な
の

か
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、

郵
政
グ
ル
ー
プ
全
体
で
内
部
留

保
（
利
益
剰
余
金
）
は
６
兆
円

を
超
え
て
お
り
、
当
期
純
利
益

が
毎
年
５
０
０
０
億
円
前
後
の

安
定
し
た
収
益
を
上
げ
続
け
て

郵政ユニオンの主な賃上げ要求 

① 正社員の賃金を２9０００円以上引き上げること 

② 非正規社員の時給を１５００円以上にすること 

③ 夏期・年末一時金を年間４．５月とすること 

 

 

い
ま
す
。
毎
年
株
主
に
は
（
１

株
50
円
）
２
０
０
０
億
円
以
上

を
配
当
し
て
い
て
、
そ
れ
で
も

増
田
社
長
は
「
内
部
留
保
も
大

変
多
く
あ
る
し
順
調
に
経
営
で

き
る
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。 

23
春
闘
は
「
賃
金
の
べ
ア
な

し
で
終
わ
れ
な
い
春
闘
」
で
す
。

物
価
の
高
騰
を
補
う
だ
け
で
な

く
、
さ
ら
に
生
活
改
善
を
め
ざ

す
べ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
と
く
に
、
よ
り
困
難

を
強
い
ら
れ
る
非
正
規
労
働
者

の
賃
上
げ
・
賃
金
底
上
げ
と
格

差
の
是
正
、
均
等
待
遇
を
求
め

る
事
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

 ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に 

組
合
員
の
力
を
結
集
し
よ
う 

 

ス
ト
ラ
イ
キ
権
一
票
投
票
は

確
立
さ
れ
ま
し
た
。
た
た
か
う

労
働
組
合
と
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ

を
背
景
に
し
て
団
体
交
渉
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。
ス
ト
ラ
イ

キ
は
、
交
渉
戦
術
な
だ
け
で
は

な
く
、
丁
寧
な
議
論
を
尽
く
し

て
い
く
、
そ
の
な
か
で
団
結
を

強
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
23
春
闘
を
全
組
合
員
の
力

を
結
集
し
て
た
た
か
い
、
郵
政

ユ
ニ
オ
ン
を
強
く
大
き
く
し
て

い
こ
う
。 

東
京
地
本
は
み
な
さ
ん
の
先

頭
に
立
っ
て
た
た
か
う
決
意
を

申
し
上
げ
ま
す
。 
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当
面
の
行
動
日
程 

３
月 

２
日
（
木
） 

春
闘
決
起
集
会
（
日
比
谷
野
音
）

１
２
時 

 

３
日
（
金
）
東
京
地
本
キ
ャ
ラ
バ

ン
行
動 

宣
伝
行
動
（
７
時
）
―
東

京
支
社
（
９
時
）
―
署
名
提
出
（
１

１
時
）
―
日
本
郵
政
本
社
前
集
会

（
１
１
時
３
０
分
～
１
２
時
１
５

分
）
―
院
内
集
会
（
１
３
時
４
５
分

～
） 

５
日
（
日
）
移
住
労
働
者
の
生
活
と

権
利
の
た
め
の
３
月
行
動 

マ
ー

チ
イ
ン
マ
ー
チ
（
上
野
水
上
音
楽

堂
）
１
３
時 

６
日
（
月
）
郵
政
労
契
法
２
０
条
裁

判
集
団
訴
訟
（
東
京
地
裁
５
１
０
）

１
６
時 

９
日
（
木
）
春
闘
情
宣
行
動
（
新
宿

北
局
）（
目
黒
局
） 

第
７
回
地
本
執
行
委
員
会 

１
０
日
（
金
）
第
２
回
全
国
闘
争
委

員
会
（
中
央
本
部
）
１
９
時 

 

１
９
日
（
日
）
総
が
か
り
行
動 

２
１
日
（
火
）
第
３
回
全
国
闘
争
委

員
会
（
中
央
本
部
）
１
０
時 

 

さ
よ
な
ら
原
発
全
国
集
会
（
代
々
木

公
園
）
１
３
時 

４
月
１
３
日
（
木
）
第
８
回
地
本
執

行
委
員
会 

１
９
日
（
水
）
総
が
か
り
行
動 

２
０
日
（
木
）
郵
政
２
０
条
追
加
訴

訟
裁
判
（
東
京
地
裁
７
０
９
）
１
０

時
３
０
分 

２
２
日
（
土
）
第
３
回
支

部
長
会
議 

２
３
日
（
日
）
郵
政
リ
ス

ト
ラ
に
反
対
し
、
労
働
運
動
の
発
展

を
め
ざ
す
全
国
共
同
会
議 

 
 
 
 

 

 
 
 

 

  

２
３
春
闘
勝
利
を
目
指
し
、

第
一
弾
行
動
と
し
て
２
月
９
日

に
上
野
局
と
本
郷
局
前
で
７
時

か
ら
東
京
地
本
作
成
の
春
闘
ビ

ラ
を
配
布
し
ま
し
た
。 

上
野
局
で
は
、
ビ
ラ
配
布
を

始
め
る
と
管
理
者
ら
し
き
人
物

２
名
が
監
視
に
来
ま
し
た
。
以

前
か
ら
足
な
ど
が
敷
地
内
に
入

る
と
注
意
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
出
勤
し
た
社
員
に
ビ
ラ

を
渡
す
と
き
に
手
が
敷
地
内
に

入
る
と
「
敷
地
内
に
手
が
入
っ

て
い
る
」
と
注
意
を
し
て
き
ま

し
た
。
未
だ
に
前
時
代
的
な
労

務
管
理
を
し
て
い
る
会
社
の
対

応
に
は
呆
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

２
３
春
闘
は
、
資
源
高
や
円

安
の
影
響
に
よ
る
電
気
や
ガ
ス

料
金
を
始
め
生
活
必
需
品
の
価

格
高
騰
を
乗
り
越
え
る
大
幅
な

賃
上
げ
が
必
要
で
す
。
日
本
郵

政
グ
ル
ー
プ
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
順
調
に
利
益
を
出
し
続

け
、
内
部
留
保
を
積
み
ま
し
し

て
い
ま
す
。
生
活
を
維
持
す
る

た
め
に
も
大
幅
な
賃
上
げ
が

必
要
で
す
。 

今
こ
そ
全
社
員
の
大
幅
な

賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
た
め
に

も
、
組
合
員
の
団
結
で
運
動
を

進
め
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

こ
こ
か
ら 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ 

東京地本は２月９日に２３春闘要求を提

出しました。賃金面は本部要求として出さ

れていますので、地本としては現場の要求

として、要員関係・勤務時間管理関係・コ

ロナ関係、病気休暇の際の証明書の費用を

会社持ちとすること・期間雇用社員の年休

問題・ハラスメント問題を新たに追加しま

した。 

 要員関係では会社の言う「現在での要員

で業務運行はできる」と、実際の職場の実

態とは大きくかけ離れていること、「郵政ビ

ジョン２０２５」では３万５千人の削減を

掲げているが、会社としてどのような要員

配置を考えているのか具体的な数字で示す

ことを要求しています。 

 勤務時間管理関係では、多くの職場での

サービス残業の

横行に対し何ら

対策を講じない

会社に対して、

厳格な対策をお

こなうことを要

求 と し て い ま

す。 

 病気休暇については、「医師の証明」を提

出することを強制されています。であるな

らば、そのための費用は会社で支払うべき

と今回要求しました。 

 現在、多くの職場でハラスメントが大き

な問題となっています。このことは会社も

大きな問題と考えています。会社の責任で

根絶させることを要求しています。 

 職場では、機械による監視がなされ、機

械による施策が行われようとしています。

一人一人が頑張っているにもかかわらず、

「機械からの統計」だけでの判断は許すこ

とは出来ません。現場での声が届くよう東

京地本として精一杯頑張ってたたかってい

きます。 

 


